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日本の気候変動政策と経済成長
の現状
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【出所】みずほ情報総研作成． 3



【出所】みずほ情報総研作成． 4



温暖化対策は成長にマイナスか？
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日本が先駆的な温暖化対策に取り組
む必要がないとされた3つの理由

【1】日本はすでに、世界最高水準の排出削減技術をもっている

【2】日本は石油ショック以来、省エネに取り組んで今や、「乾いた雑巾」だ

【3】日本の限界排出削減費用は世界最高水準／さらなる温暖化対策は成
長にマイナス
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本当に「最高水準の技術」か？

• たしかに、1990年代前半までは、世界でも最
高水準の技術だったかもしれない

• しかし、90年代後半以降、日本のエネルギー
生産性は停滞、その間、主要国が生産性を
一貫して高め、次々と日本を抜き去ったことを
どう考えるか

• もはや最高水準といえないのではないか。あ
るいは削減技術としては最高でも、それが付
加価値の創出に結びついていない可能性
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「炭素生産性」でパフォーマンスを
評価する
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